
恐
慌
期
の
ま
ず
恐
慌
期
の
販
売
事
情
を
桑
て
お
こ
う
。
不
況
に
よ
る
売
薬
業
界
の
打
撃
の
一
端
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
影

販
売
事
情
響
は
売
薬
の
関
連
分
野
に
も
及
ん
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
売
薬
の
産
額
か
ら
面
白
い
統
計
」
と

題
し
て
、
地
元
紙
は
売
薬
を
包
ん
て
い
る
薬
包
紙
お
よ
び
配
置
用
の
大
袋
の
印
刷
枚
数
が
ぼ
う
大
な
数
に
な
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、

も
し
そ
れ
ら
の
印
刷
が
中
止
さ
れ
る
と
印
刷
業
者
が
直
に
破
産
の
う
き
目
を
象
る
と
展
望
し
て
い
る
（
鴎
塞
雷
咽
府
蝿
遡
。
い
く
分
誇
張
が

あ
り
、
ま
た
別
の
視
角
か
ら
も
論
じ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
一
笑
に
付
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

わ
ず
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
こ
う
。
一
九
二
八
年
虚

が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
状
況
を
、
こ
う
報
じ
て
い
る
。

大
和
売
薬
の
配
置
行
商
は
旧
年
末
の
総
勘
定
を
前
に
し
て
、
ど
の
業
者
も
多
数
の
売
子
を
各
府
県
に
出
し
資
金
の
回
収
に
つ
と
め
て
い
る
が
、
打
続
く
不

況
が
崇
っ
て
成
績
頗
る
ふ
る
は
い
模
様
で
薬
品
仕
入
れ
の
為
め
に
帰
県
中
の
売
子
の
話
を
綜
合
す
る
と
、

市
街
地
は
医
師
や
薬
剤
師
の
増
加
に
と
も
な
ひ
売
薬
は
自
然
淘
汰
を
喰
っ
て
追
詰
め
ら
れ
、
殊
に
医
家
の
売
薬
類
似
営
業
が
現
れ
て
全
く
駄
目
と
な

り
、
一
方
田
舎
方
面
や
交
通
不
便
な
漁
村
山
中
な
ど
で
は
相
当
消
化
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
不
振
か
ら
地
方
民
の
懐
中
は
め
っ
き
り
疲
弊
し
、
甚
だ
し

と
こ
ぼ
し
て
い
る
が
、
こ
の
愚
痴
も
満
更
嘘
と
は
思
は
れ
ぬ
節
も
あ
る
事
と
て
本
県
売
薬
の
年
末
も
世
の
不
況
に
災
さ
れ
、
同
様
の
面
白
か
ら
ぬ
結
果
を

早

展
開
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る

つ
ぎ
に
売
薬
業
界
の
苦
境
を
報
じ
た
二
つ
の
新
聞
記
事
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
生
々
し
い
実
態
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
長
文
を
い
と

す
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
こ
う
。
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
一
二
月
一
八
日
付
の
『
奈
良
新
聞
』
は
、
不
景
気
の
た
め
代
金
回
収
な
ど

い
地
方
は
回
収
不
能
に
陥
り
一
般
に
値
切
れ
が
多
い
、

２
恐
慌
か
ら
の
脱
出
策
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こ
の
時
期
に
は
、
類
似
商
標
で
争
い
が
起
き
て
い
る
し
（
鏡
倉
鰯
型
翫
迩
二
）
、
ま
た
香
川
県
の
小
学
校
の
修
学
旅
行
の
宿
泊
所
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
思
わ
ぬ
飛
ぱ
っ
ち
り
を
受
け
、
同
県
内
で
は
大
和
売
薬
不
買
同
盟
が
組
織
さ
れ
る
一
駒
も
あ
っ
た
。
香
川
県
内
を
営
業

区
域
と
し
て
い
る
数
十
人
の
売
薬
行
商
人
は
困
惑
し
、
同
業
組
合
に
助
け
を
求
め
た
霞
篭
獅
塑
管
噸
迦
。

さ
ら
に
、
九
州
産
の
延
脅
薬
（
俗
に
「
按
摩
」
い
ら
ず
）
を
大
和
売
薬
と
し
て
配
置
行
商
し
て
い
る
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
県
内
の
七

人
の
延
膏
薬
製
造
業
者
が
、
組
合
幹
部
に
対
し
、
「
今
後
組
合
に
九
州
の
延
膏
薬
搬
入
を
廃
せ
ら
れ
た
い
、
万
一
こ
れ
が
実
行
さ
れ
ず
尚

我
を
延
膏
薬
製
造
業
者
の
承
に
対
し
て
別
物
扱
ひ
さ
れ
る
と
せ
ば
、
大
和
売
薬
の
内
容
を
天
下
に
公
開
し
て
闘
ふ
と
の
強
硬
な
態
度
」

露
篭
織
埴
↓
一
恥
遡
に
出
る
一
幕
も
起
き
た
。
県
内
の
延
管
薬
の
生
産
高
も
相
当
な
額
に
達
し
て
い
た
が
、
品
質
粗
悪
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

毎
年
二
○
万
枚
の
九
州
産
を
搬
入
し
て
い
た
ら
し
い
。

状
況
な
ど
を
具
体
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

一
幸
刻
二
一
戸
延
々
寺
〆
、
町
季
佃
王
』
一
戸
、
Ｆ
バ
エ
聖
に
ト
ム
ｍ
α
二
垂
万
世
厩
功
調
副
隅
』
胴
咽
一
志
厩
堀
川
鉱
多
に
辿
勾
舎
掘
叫
鋒
峰
覗
托
Ｌ
色
那
〃
盛
源
い
土
肥
Ｚ
、
「
刈
躯
ツ
グ
亘
靭
飼
才
久
川
Ⅷ
」
竜
昌
ｇ
ｒ
ソ
「
州

況
の
嵐
の
な
か
で
大
和
売
薬
の
売
れ
行
き
が
激
減
し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
集
金
の
成
績
が
上
ら
ぬ
よ
う
す
、
さ
ら
に
配
置
先
の

蝶
金
か
仕
茅
な
し
惨
秋
て
．
さ
す
が
の
垂
死
蕊
王
匡
も
今
や
誹
常
た

め
か
集
金
が
平
年
並
で
割
合
好
成
績
を
示
し
て
い
る
た
め
、
同
方

れ
る
と
き
は
共
倒
れ
と
な
る
た
め
前
途
を
憂
慮
す
る
向
き
が
多
い

本
年
の
産
額
は
昨
年
よ
り
四
百
万
円
を
減
じ
た
二
千
百
万
円
（
定
価
額
ｌ
引
用
者
）
見
当
と
予
抵
さ
れ
る
、
涜
子
の
識
も
髄
一
乃
人
側
年
ヰ
淵
ヵ
ら
卿
《

の
売
薬
売
り
を
続
け
て
い
る
が
、
昨
今
は
集
金
意
の
如
く
な
ら
ず
、
旅
に
居
て
旅
寵
賃
も
捻
出
で
き
な
い
苦
し
い
破
目
に
陥
り
、
残
っ
た
集
金
を
棄
て
入

辿
々
の
態
た
ら
く
で
大
和
に
戻
る
者
が
続
出
す
る
有
様
で
あ
る
、
殊
に
集
金
の
悪
い
所
は
信
州
方
面
の
繭
を
本
場
と
す
る
所
で
平
年
の
約
三
分
の
一
し
か

集
金
が
出
来
な
い
惨
状
で
、
さ
す
が
の
売
薬
王
国
も
今
や
非
常
な
る
ピ
ン
チ
に
襲
は
れ
て
い
る
形
で
あ
る
、
た
壁
北
海
道
の
桑
は
不
況
の
影
響
が
薄
い
た

め
か
集
金
が
平
年
並
で
割
合
好
成
績
を
示
し
て
い
る
た
め
、
同
方
面
に
新
販
路
を
開
か
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
余
り
一
ヶ
所
に
販
路
開
拓
に
集
中
さ
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第
三
回
売
薬
短
期
講
習
会
（
翫
権
麺
酔
恥
蝿
）
は
、
右
の
奈
良
県
薬
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
受
講
者
一
九
六
人
、
修
了
者
二
一
天
人
で
あ

っ
た
。
講
習
科
目
と
講
師
陣
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
翁
殿
溌
銅
錘
癖
謬
。

を
も
っ
て
畝
傍
町
見
瀬
緬
輪
）
に
私
立
奈
良
県
薬
学
校
↑

主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
。

配
置
員
の
養
成
と
本
県
は
製
剤
業
者
の
う
ち
薬
剤
師
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た
め
に
薬
剤
師
の
養
成
が
急
務
で
あ

業
者
の
政
界
進
出
る
と
し
て
、
大
正
末
年
に
は
、
奈
良
県
会
に
薬
学
専
門
学
校
の
設
立
が
建
議
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
財
政
上
の
問
題

か
ら
県
立
薬
学
専
門
学
校
は
実
現
を
承
な
か
っ
た
（
螺
洩
郵
率
叱
野
年
）
。
県
内
薬
剤
師
の
払
底
か
ら
の
動
き
で
あ
っ
た
が
、
他
方
営
業
の
基
礎

と
な
る
配
置
薬
販
売
員
の
指
導
・
養
成
も
大
き
な
課
題
と
さ
れ
、
さ
き
の
売
薬
行
商
人
大
会
で
要
望
決
議
さ
れ
た
売
薬
商
業
学
校
設
立
の

件
は
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
四
月
開
校
の
運
び
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
そ
の
浄
財

を
も
っ
て
畝
傍
町
見
瀬
愈
輪
）
に
私
立
奈
良
県
薬
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
修
学
年
限
は
二
年
、
配
置
薬
販
売
員
の
養
成
を

急
蓋
髄
遡
。

大
和
売
薬
の
販
売
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
そ
の
ほ
か
割
り
引
き
乱
売
の
弊
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
さ
き
に
内
務
省
令
を
も
っ
て
改
正
さ
れ

た
売
薬
法
施
行
規
則
に
つ
い
て
承
る
と
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
入
っ
て
も
商
号
・
氏
名
の
欠
落
が
相
変
ら
ず
多
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
営
業
者
、
請
け
売
り
業
者
中
、
改
正
規
則
に
よ
る
未
手
続
き
者
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
徹
底
に
は
時
間
を
要
し
た

「
薬
物
と
性
効
」
売
薬
検
査
官
地
方
技
師
森
正
五
郎
、
一
‐
同
上
（
和
漢
薬
）
」
薬
品
巡
視
官
衛
生
技
師
玉
木
秀
雄
、
一
‐
一
般
生
理
衛
生
」
奈
良
県
薬
学
校
講
師

森
里
晋
七
、
「
商
業
道
徳
」
奈
良
県
嘱
託
講
師
布
施
弘
憲
、
「
販
売
に
関
す
る
綱
領
」
同
仁
薬
業
株
式
会
社
支
配
人
米
田
正
巳
、
「
売
薬
監
督
者
の
立
場
よ

り
売
薬
行
商
人
に
告
ぐ
」
県
衛
生
課
長
河
合
団
次
郎
、
「
日
本
売
薬
の
変
遷
と
売
薬
販
売
員
諸
氏
に
希
望
」
奈
良
県
薬
学
校
長
中
尾
源
治
郎
、
「
法
医
の
用

ふ
る
病
名
に
就
て
」
工
業
試
験
場
売
薬
部
主
任
後
藤
謹
二
、
「
最
新
薬
品
の
二
、
三
に
就
て
」
奈
良
県
薬
学
校
講
師
松
島
郁
夫
、
「
紳
士
学
と
し
て
の
商
業
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と
こ
ろ
で
、
当
時
、
大
和
売
薬
業
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
同
業
者
か
ら
地
方
議
会
へ
の
進
出
が
提
言
唱
さ
れ
、
一
九
三
一
年
に
は
、
松

原
利
左
衛
門
（
磯
城
郡
）
、
奥
村
正
信
（
高
市
郡
）
、
仲
川
房
次
郎
（
吉
野
郡
）
の
三
人
の
県
会
議
員
を
誕
生
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
後
に
再
び
ふ
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
奈
良
県
薬
学
校
へ
の
補
助
金
下
付
に
努
力
を
続
け
た
し
、
さ
ら
に
「
私
立
奈
良
県
薬
学
校
を

県
営
に
移
管
し
、
是
を
奈
良
県
実
業
学
校
に
さ
れ
た
し
」
と
の
建
議
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
前
述
の
売
薬
配
置
税
の
撤
廃
問
題
な

ど
、
県
内
の
重
要
産
業
で
あ
る
大
和
売
薬
業
振
興
に
つ
い
て
、
県
会
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
三
議
員
と
も
、
民
政
党
に

属
し
て
い
た
。

売
薬
業
者
の
地
方
議
会
へ
の
進
出
と
い
え
ば
、
一
九
二
九
年
春
南
北
両
蔦
城
郡
、
磯
城
郡
、
高
市
郡
内
の
町
村
会
議
員
改
選
に
あ
た

り
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
を
バ
ッ
ク
に
大
量
の
組
合
員
が
立
候
補
し
て
注
目
を
あ
び
た
。
そ
の
数
は
一
○
○
人
を
突
破
し
、
「
組
合
員
の

立
候
補
象
な
い
と
こ
ろ
な
し
」
と
新
聞
に
報
じ
ら
れ
た
。
先
年
の
売
薬
印
紙
税
廃
止
に
絡
む
諸
問
題
で
、
多
数
の
同
業
組
合
委
員
が
活
動

し
た
結
果
、
政
治
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
螺
蕊
榊
鮒
即
蝿
和
）
。

売
薬
試
験
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
度
に
、
高
田
町
緬
緊
瑠
田
）
の
県
立
工
業
試
験
場
内
に
売
薬
試
験
部
が
併
設
さ
れ
る
こ
と

場
の
設
立
に
な
っ
た
。
大
和
売
薬
同
業
組
合
で
は
、
施
設
費
、
設
備
充
実
費
の
名
目
で
一
九
二
八
、
二
九
の
両
年
度
に
わ
た
っ

て
三
○
○
○
円
を
寄
付
し
て
い
る
霞
噸
蝿
鍾
蝿
嘩
蛸
韻
三
）
。
従
来
売
薬
製
造
の
指
導
研
究
の
機
関
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
業
界
に
と
つ

な
お
こ
れ
に
先
立
つ
、
第
二
回
売
薬
短
期
講
習
会
は
受
講
者
二
二
一
人
、
修
了
者
ニ
ハ
六
人
で
あ
っ
た
輸
癖
鵬
認
諏
認
癖
理
。
ま
た
こ
の

前
後
、
売
薬
研
究
講
演
会
も
開
か
れ
た
ｐ
テ
ー
マ
お
よ
び
講
師
陣
は
、
右
の
講
習
会
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
大
和
売
薬
の
製
剤
向

上
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
い
う
。

学
」
同
上
永
条
岩
次
、
一
‐
大
和
売
薬
行
商
人
の
使
命
」
大
和
売
薬
同
業
組
合
副
組
長
奥
村
正
信
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売
薬
製
造
業
者
に
と
っ
て
、
県
立
工
業
試
験
場
に
併
設
さ
れ
た
売
薬
試
験
部
の
独
立
は
一
つ
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
後
、
独
立
運
動
が

展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
一
年
一
二
月
の
通
常
奈
良
県
会
最
終
日
に
、
奥
村
正
信
・
仲
川
房
次
郎
・
松
原
利
左
衛
門
の
三
県
会
議

員
が
建
議
案
を
提
出
し
、
満
場
一
致
で
採
択
を
ゑ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
県
会
に
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
陳
情
書

は て
は
画
期
的
な
こ
と
と
い
え
る
。
一
‐
優
良
処
方
」
と
一
‐
耐
久
力
の
研
究
」
を
ま
つ
先
に
開
始
す
る
と
承
ら
れ
た
。
配
置
売
薬
で
あ
る
か
ら

少
な
く
と
も
三
か
年
の
完
包
を
保
つ
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
ほ
か
カ
ビ
の
問
題
、
製
造
方
法
の
研
究
、
原
料
薬
品
の
鑑
定
な
ど
が

ら
一
般
業
者
の
求
め
に
応
じ
売
薬
の
調
剤
を
開
始
し
た
。
料

つ
き
三
銭
五
厘
～
二
円
迄
だ
っ
た
と
い
う
（
窯
腿
珊
箭
蝿
）
。

研
究
課
題
で
あ
っ
た
。
た
だ
「
研
究
に
成
功
し
て
も
、
一
般
業
者
は
こ
れ
が
成
功
に
あ
た
っ
て
特
別
に
機
械
を
購
入
す
る
こ
と
は
経
費
等

の
関
係
か
ら
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
同
所
が
一
般
業
者
か
ら
委
任
を
受
け
製
造
を
引
受
け
業
者
の
試
売
を
容
易
な
ら
し
め
よ
ふ
と
す

る
」
（
螺
蕊
剥
製
一
淵
）
と
こ
ろ
に
目
的
が
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
若
干
の
増
築
・
改
造
を
し
て
製
薬
試
験
室
に
あ
て
、
学
理
的
試
験
と

小
規
模
の
工
業
的
試
験
を
行
う
た
め
に
製
丸
機
ほ
か
八
台
の
製
薬
機
械
を
設
置
し
て
出
発
し
た
と
い
う
。
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
一
月

に
は
、
県
立
工
業
試
験
場
売
薬
部
の
試
験
報
告
な
ど
の
結
果
を
組
合
員
に
配
付
し
て
製
剤
上
の
参
考
に
供
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
か

ら
一
般
業
者
の
求
め
に
応
じ
売
薬
の
調
剤
を
開
始
し
た
。
料
金
は
、
売
薬
製
形
、
調
剤
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
最
低
－
０
０
匁
に

今
般
県
会
議
長
宛
、
別
紙
之
通
り

昭
和
六
年
十
一
月
二
十
四
日

そ
の
理
由
を
こ
う
記
し
て
い
る
（
蝿
鋤
誹
麺
灘
鵡
蕊
遷
。

別
紙
之
通
り
満
願
諜
並
二
陳
情
書
提
出
致
候
二
就
テ
ハ
何
卒
御
高
配
相
賜
り
度
御
願
申
上
候

大
和
売
薬
同
業
組
合

組
長
中
嶋
太
兵
衛
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多
年
要
望
セ
シ
売
薬
試
験
所
設
立
ノ
義
〈
、
昭
和
三
年
四
月
県
立
工
業
試
験
場
内
二
売
薬
部
ト
シ
テ
属
置
セ
ラ
レ
ー
部
之
力
実
現
セ
ラ
レ
タ
ル
事
ハ
費
職

始
メ
関
係
当
局
二
対
シ
深
ク
感
謝
致
ス
次
第
ナ
リ
、
爾
来
全
部
ハ
日
ヲ
追
フ
テ
相
当
ノ
成
績
ヲ
示
シ
斯
業
二
稗
益
セ
ラ
レ
ッ
、
ア
リ
、
淘
二
本
県
産
業
上

延
テ
ハ
国
民
保
健
衛
生
上
慶
福
二
堪
ヘ
ル
サ
ル
所
ナ
リ
ト
ス
、
然
リ
ト
錐
モ
之
ヵ
施
設
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
甚
ダ
妙
シ
ト
セ
ス
之
ヲ
想
フ
ニ
現
在
ノ
如
ク
エ
業

試
験
場
二
隷
属
セ
ル
状
態
二
於
テ
ハ
到
底
之
ヵ
整
備
ヲ
期
シ
難
キ
モ
ノ
ト
思
料
ス
、
如
何
ト
ナ
レ
ハ
普
通
商
工
関
係
ノ
指
導
研
究
ノ
機
関
二
配
ス
ル
ニ
貴

重
ナ
ル
人
体
ノ
衛
生
上
二
立
脚
セ
ル
特
殊
試
験
機
関
ヲ
属
セ
シ
ム
ル
ハ
、
彼
此
ノ
部
門
ノ
性
質
ヲ
異
ニ
シ
之
ヵ
発
達
ヲ
阻
害
ス
ル
ャ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト

信
ス
、
娩
近
医
薬
学
ノ
進
歩
卜
其
普
及
二
伴
上
、
売
薬
ハ
国
民
疾
病
ノ
簡
易
治
療
上
欠
ク
可
カ
ラ
サ
ル
家
庭
的
必
須
品
タ
ル
ニ
到
レ
ル
、
其
使
命
重
キ
ー

鑑
賞
ソ
ノ
寄
属
ヲ
改
メ
之
ヵ
独
立
ヲ
計
り
、
以
テ
独
自
ノ
智
識
卜
技
能
ヲ
シ
テ
斯
業
ノ
向
上
発
達
二
資
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
次
第
ナ
リ
ト
ス

熟
盈
本
県
斯
業
ノ
現
況
見
ル
ニ
ソ
ノ
製
産
年
額
参
千
万
円
（
定
価
額
Ｉ
引
用
者
）
二
上
り
米
穀
卜
之
ヵ
双
翼
ヲ
ナ
シ
テ
本
県
重
要
物
産
ノ
大
宗
タ
リ
、
其
製

造
ヲ
業
ト
ナ
ス
モ
ノ
一
千
余
名
ヲ
下
ラ
ス
之
ヵ
従
業
者
数
千
名
二
及
上
販
売
二
携
ハ
ル
行
商
人
数
万
ニ
達
ス
ル
ノ
状
態
ニ
シ
テ
、
之
ヵ
間
接
或
〈
直
接
県

経
済
界
二
寄
与
ス
ル
所
実
二
莫
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヘ
シ
、
故
二
若
シ
一
朝
本
産
業
ノ
衰
類
ヲ
見
ン
ヵ
之
レ
影
響
甚
大
ニ
シ
テ
実
二
寒
心
二
堪
へ
サ
ル
モ

ノ
ァ
リ
ト
信
ス
、
近
時
富
山
、
佐
賀
、
滋
賀
等
各
県
二
於
テ
ハ
官
民
倶
ニ
カ
ヲ
協
セ
テ
其
発
達
ヲ
策
シ
シ
、
ア
リ
殊
二
之
ヵ
研
究
向
上
ノ
基
幹
ヲ
ナ
ス
売

薬
試
験
所
ノ
設
置
二
付
目
下
大
イ
ニ
奔
走
中
ニ
シ
テ
、
既
二
富
山
愈
潅
癖
弛
騨
李
娠
細
賑
諦
蝿
詰
窄
絞
毒
味
準
塞
埜
癖
率
識
隷
却
寺
章
姉
懸
想
正
二
其
実
現
ヲ
見
ン
ト

ス
、
今
ャ
財
界
不
況
ノ
影
響
〈
斯
業
二
相
当
ノ
苦
難
ヲ
来
シ
シ
、
ア
リ
、
加
之
他
府
県
売
薬
発
展
著
シ
ク
シ
テ
商
事
到
ル
処
激
甚
ヲ
加
へ
今
ャ
我
商
城
二

迫
ラ
レ
ッ
、
ア
リ
、
此
秋
二
際
シ
我
大
和
売
薬
〈
須
ク
斯
業
将
来
ノ
確
立
ヲ
計
り
其
隆
昌
ヲ
期
ス
ヘ
ク
製
剤
ノ
改
善
卜
其
向
上
ヲ
策
シ
、
以
テ
優
劣
ナ
ル

他
府
県
売
薬
ヲ
凌
駕
ス
ヘ
ク
一
大
躍
進
ヲ
試
ム
ヘ
キ
時
期
ナ
リ
ト
ス
惟
フ
ニ
遠
ク
神
代
ヨ
リ
歴
史
的
由
緒
深
キ
我
大
和
ノ
薬
ヲ
シ
テ
弥
含
ソ
ノ
向
上
発
達

陳
情
候
也

県
立
工
業
試
験
場
売
薬
部
ヲ
独
立
シ
テ
県
立
売
薬
試
験
所
卜
被
成
下
度
、
左
二
其
理
由
ヲ
具
申
シ
遊
二
貴
職
ノ
御
明
断
相
仰
キ
度
、
此
段
以
連
署
謹
而
及

県
会
議
長
都
司
太
右
衛
門
殿

陳
情
番

理

由
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翌
年
の
県
会
に
も
同
様
の
陳
情
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
四
月
奈
良
県
立
売
薬
試
験
場
と
し
て
独

立
す
る
．
そ
の
規
則
お
よ
び
手
数
料
徴
収
に
つ
い
て
の
規
程
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
螺
鳩
磯
綻
二
要
素
蝿
）
。

第
一
条
売
薬
試
験
場
二
於
テ
行
う
業
務
ノ
概
目
左
ノ
如
シ

一
原
料
、
材
料
及
製
剤
二
関
ス
ル
試
験
研
究
、
分
析
、
鑑
定
及
調
査

五
意
匠
図
案
ノ
調
製

六
其
ノ
他
売
薬
ノ
改
良
発
達
ヲ
図
ル
ー
必
要
ナ
ル
事
項

第
二
条
売
薬
試
験
場
ハ
前
条
ノ
規
定
二
依
ル
業
務
二
妨
ナ
キ
限
り
営
業
者
ノ
委
託
二
応
シ
加
工
又
〈
製
剤
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
三
条
売
薬
試
験
場
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク

二
資
セ
ラ
ル
ヘ
ク
、
速
二
全
部
ヲ
独
立
セ
シ
メ
其
充
実
ヲ
期
シ
以
テ
権
威
ア
ル
研
究
指
導
機
関
タ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾
ブ
所
以
ナ
リ

場
長

地
方
商
工
技
師

商
工
主
事
補

商
工
技
手

場
長
ハ
地
方
商
工
技
師
ヲ
以
テ
之
二
充
ッ

四
参
考
品
ノ
配
布

二
機
械
器
具
ノ
鑑
定

三
質
疑
応
答

奈
良
県
立
売
薬
試
験
場
規
則
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売
薬
試
験
場
の
設
置
と
同
時
に
、
右
の
規
則
類
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
同
試
験
場

独
立
の
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
売
薬
関
係
者
か
ら
の
質
疑
応
答
あ
る
い
は
整
形
加
工

な
ど
で
利
用
さ
れ
た
。
独
立
し
て
ま
も
な
い
一
九
三
六
年
度
の
同
試
験
場
の
研
究
テ
ー
マ

は
、
Ｈ
配
合
禁
忌
の
研
究
、
口
糖
衣
掛
方
法
の
研
究
、
同
売
薬
の
耐
寒
試
験
、
御
婦
人
薬
の
研

究
で
あ
り
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
の
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
露
嘘
鍍
錘
稽
蝋
裳
覇
蕊
）
．

同
年
度
の
利
用
状
況
を
承
る
と
、
表
６
の
と
お
り
、
質
疑
応
答
件
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、
二

六
○
件
を
数
え
る
。
依
頼
試
験
お
よ
び
鑑
定
は
五
二
件
、
そ
の
ほ
か
売
薬
試
験
場
主
導
に
よ

る
見
本
品
の
配
布
、
実
地
指
導
お
よ
び
講
習
講
和
も
目
立
つ
。
な
お
表
に
は
な
い
が
、
同
年

奈
良
県
立
一
売
一
薬
試
験
含
場
二
手
数
料
徴
収
条
例

第
一
条
県
立
売
薬
試
験
場
二
於
テ
依
頼
ニ
依
り
売
薬
ノ
整
形
加
工
又
〈
封
絞
並
証
印
ヲ
為
シ
タ
ル

ト
キ
ハ
本
条
例
ニ
依
り
手
数
料
ヲ
徴
収
ス

第
二
条
手
数
料
〈
左
ノ
範
囲
内
二
於
テ
売
薬
試
験
場
長
之
ヲ
定
ム

ー
売
薬
ノ
整
形
加
工
一
旺
二
付
金
十
銭
以
上
金
六
円
以
下

一
売
薬
ノ
封
印
並
証
印
百
円
二
付
金
一
銭
以
上
金
一
円
以
下

但
シ
百
個
二
満
タ
サ
ル
端
数
ハ
百
個
ト
シ
テ
手
数
料
ヲ
徴
収
ス

第
三
条
手
数
料
〈
依
頼
品
交
付
ノ
際
之
ヲ
徴
収
ス

付
則

本
条
例
〈
昭
和
九
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

奈良県立売薬試験場の業務成績 (1936年度）表 6

件数 内要 訳摘

件

２
０
・
０
６

５
６
４
６

２

売薬原料品の鑑定2，売薬製造試験50

売薬処方の研究101,売薬原料関係53,売薬製造

法関係23,薬事法規関係22,売薬の効能関係13,

その他48

実地指導22,売薬の能書指導9，識演7，その

他2

丸剤21,クリーム剤16,錠剤9，その他20

試験および鑑定

質疑応答

実地指導および講習講和

見本品の配布

注『奈良県立売薬試験場業務功程報告』28～30頁から作成
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を
ふ
て
お
こ
う
ｃ
た

露
：
零

博
覧
会
な
ど
大
荊
と
辰
樹
斑
置
涜
蕊
で
あ
る
富
仏
売
薬
で
は
世
の
不
沢
の
な
か
で
売
薬
の
飯
売
が
停
滞
し
た
の
に
対
し
そ

へ
の
出
品
の
打
開
策
と
し
て
宣
伝
・
広
告
が
新
し
い
手
段
と
し
て
登
場
し
て
き
た
と
い
う
（
需
淵
畷
謬
躍
聴
）
。
業
界
で
は
、
売

薬
展
覧
会
や
実
演
会
を
開
き
、
富
山
売
薬
の
宣
伝
・
広
告
を
活
発
化
し
、
業
績
の
発
展
拡
大
に
つ
と
め
た
と
い
う
が
、
基
本
的
に
は
大
和

売
薬
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
『
大
和
売
薬
同
業
組
合
業
務
成
績
報
告
書
各
年
版
』
か
ら
、
天
覧
品
、
博
覧
会
な
ど
へ
の
出
品
状
況

を
ゑ
て
お
こ
う
。
た
と
え
ば
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
の
御
大
典
に
際
し
、
天
覧
の
栄
に
浴
し
た
売
薬
お
よ
び
製
剤
者
は
三
三
を
数
え
た

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
は
、
い
ま
の
大
韓
民
国
の
京
城
で
開
催
の
朝
鮮
博
覧
会
に
製
剤
一
二
○
点
を
出
品
し
、
家
庭
的
大
和
売
薬
の

宣
伝
に
つ
と
め
て
お
り
、
さ
ら
に
広
島
市
主
催
の
昭
和
博
覧
会
を
機
に
輸
出
売
薬
奨
励
の
趣
旨
に
よ
り
輸
出
向
売
薬
を
出
品
し
て
い
る
。

お
な
じ
よ
う
に
伊
勢
の
御
遷
宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
に
売
薬
一
○
七
点
を
出
品
し
た
。
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
に
は
、
同
様
に
神
戸
市
で

開
催
の
観
艦
式
記
念
博
覧
会
に
多
数
出
品
し
、
神
戸
商
工
会
議
所
内
重
要
輸
出
品
陳
列
所
に
も
組
合
製
剤
を
多
数
出
品
し
、
そ
の
振
興
を

詞
蝕
鵬
錘
隷
郎
剛
跡
卿
諏
０
「

奈良県立売薬試験場の

業務計画豊
P

度
の
整
形
加
工
の
依
頼
件
数
は
五
五
、
数
量
は
七
二
万
七
四
四
一
瓦
、
手
数
料
は
三

三
九
円
八
銭
で
あ
っ
た
翁
士
匙
。

さ
ら
に
翌
年
度
の
計
画
で
は
、
試
験
研
究
事
項
と
し
て
、
Ｈ
配
合
禁
忌
の
研
究

（
予
算
一
○
○
円
）
、
口
消
化
薬
等
に
関
す
る
研
究
（
同
一
五
○
円
）
、
同
糖
衣
掛
方
法
の

研
究
（
同
一
五
○
円
）
、
四
清
涼
剤
の
研
究
（
同
八
○
円
）
、
国
紫
蘇
葉
成
分
の
利
用
研

究
（
同
一
二
○
円
）
、
㈲
売
薬
の
耐
寒
試
験
（
同
一
○
○
円
）
が
あ
げ
ら
れ
る
（
識
雛
鑑
嘩
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費
は
出
品
者
の
負
担
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
間
、
小
学
校
な
ど
へ
教
育
資
料
と
し
て
大
和
売
薬
を
寄
贈
し
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
東
北
地
方
の
凶
作
に

あ
た
っ
て
は
、
同
地
方
へ
売
薬
を
寄
贈
し
て
い
る
。
同
様
に
、
一
九
三
二
年
の
陸
軍
特
別
大
演
習
の
と
き
、
慰
労
の
た
め
護
衛
警
官
・
新

聞
記
者
ら
へ
情
涼
剤
を
寄
贈
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
の
三
陸
地
方
の
震
災
地
へ
も
、
多
数
の
売
薬
を
寄
贈
し
て
い
る
。

意
図
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
奈
良
県
主
催
の
も
と
に
県
商
品
陳
列
所
で
開
催
の
国
産
品
輸
入
品
対
比
展
覧
会
で
も
製
剤
多
数
を
出
品
し
、

国
産
大
和
売
薬
の
宣
伝
に
つ
と
め
た
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
は
、
富
山
県
商
工
課
な
ら
び
に
同
県
売
薬
同
業
組
合
主
催
の
売
薬
展

覧
会
が
開
か
れ
た
が
、
大
和
売
薬
か
ら
は
十
数
人
の
出
品
が
あ
っ
た
。
北
海
道
拓
殖
博
覧
会
へ
の
出
品
も
同
様
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
経

昭
和
四
年
皮
柔
務
成
釧
報
告
香

昭
和
王
年
腿
柔
趨
成
繊
報
醤
番

｜
韮
丞
一
・
，
一
｝
画
《
一
睡
《
画
一
壷
一
⑮
麹
一
麺
一
垂
一
戸
皇
《
一
・
一
園

大和売薬同業組合の業務成績報告書

大
和
売
薬
の
大
和
売
薬
が
不
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
改
善
を
要
す

海
外
販
路
拡
大
る
課
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
富
山
売
薬
で
は
、
一
九
二
八
年
か
ら

一
九
二
九
年
に
か
け
て
、
売
薬
荷
物
鉄
道
運
賃
の
引
き
下
げ
、
同
小
包
郵
便
料
金
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
の
陳
情
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
第
九
回
全
国
売
薬
業
団
体
連
合
会
大

会
で
可
決
さ
れ
た
事
項
で
も
あ
る
（
頚
畑
鐸
鰯
無
味
唾
。

他
方
、
大
和
売
薬
で
は
不
況
か
ら
の
脱
出
策
と
し
て
積
極
的
に
海
外
販
路
の
拡
大
に
も
乗

り
出
し
た
。
大
和
売
薬
は
、
明
治
末
期
に
生
産
者
の
組
織
化
を
確
立
し
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
好
況
期
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ハ
ワ
イ
ま
で
広
い
販
路
を
確
保
し
て
発
展
の
機
運
を
象
せ
た

が
、
『
奈
良
県
統
計
書
』
か
ら
輸
出
売
薬
の
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る
の
は
一
九
二
年
か
ら
一

九
二
一
年
ま
で
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
輸
出
の
大
部
分
は
南
蔦
城
郡
の
業
者
で
あ
り
、
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大
和
売
薬
同
業
組
合
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
九
一
三
年
（
昭
和
六
）
度
の
輸
出
向
製
造
高
は
九
万
二
○
○
○
円
で
あ
っ
た
諭
蝿
鵜
認
榊
鐸

躍
）
。
海
外
売
薬
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

る
売
薬
輸
出
は
、
量
的
に
承
る
べ
き
も
の
が
な
い
が
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
で
も
市
況
調
査
を
開
始
し
て
い
た
。

配
置
売
薬
業
者
は
、
国
内
の
販
路
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
た
め
、
得
意
先
で
同
士
討
ち
競
争
の
弊
害
に
陥
り
や
す
か
っ
た
。
し
か
も
掛

代
金
の
回
収
が
困
難
と
な
り
、
資
金
的
に
も
行
き
詰
ま
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
遠
く
販
路
を
中
米
や
南
米
に
求
め
調
査

に
乗
り
出
す
業
者
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
末
に
は
、
「
大
和
売
薬
の
販
路
を
メ
キ
シ
コ
に
開
拓
」
と
新
聞
に
報
じ
ら
れ

た
。
東
洋
売
薬
株
式
会
社
が
メ
キ
シ
コ
に
社
員
を
派
遣
し
て
新
販
路
を
開
拓
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
社
は
、
翌
年
四
月
県
内
で
最

初
に
同
地
方
の
拡
張
を
行
っ
た
と
い
う
（
嫉
鴫
嘘
珊
砿
齢
繊
馳
漣
騒
誌
蛎
騨
）
。
さ
ら
に
同
年
五
月
に
は
、
北
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
大
和
売
薬

は
進
出
を
意
図
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
西
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
低
率
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
新
聞
は
こ
う
報
じ
た
（
鴎
滝
需
鋤
匪
解
和
）
。

業
一
三
一
．
行
商
三
）
、
一
九
一
五
年
一
四
人
（
営
業
六
、
行
商
八
）
、
一
九
一
九
年
八
三
人
（
営
業
五
、
行
商
七
八
）
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
お
け

輸
出
額
は
一
九
三
年
三
万
二
○
○
○
円
、
一
九
一
五
年
四
万
四
○
○
○
円
、
一
九
一
九
年
九
万
五
○
○
○
円
と
増
大
し
て
い
る
。
一
九

二
一
年
は
戦
後
の
不
況
で
一
万
一
○
○
○
円
に
低
落
し
た
。
そ
の
間
の
営
業
者
数
、
行
商
者
数
の
総
統
計
は
、
一
九
二
年
一
六
人
（
営

大
和
売
薬
は
万
金
丹
の
富
山
に
は
及
ば
な
い
け
れ
ど
、
今
や
売
薬
王
国
の
牙
城
に
迫
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
満
州
、
朝
鮮
、
樺
太
、
台
湾
等
に
約

一
割
を
捌
く
の
承
で
大
和
売
薬
の
海
外
発
展
は
頗
る
微
を
と
し
て
振
る
は
な
い
の
で
、
業
者
は
さ
き
に
メ
キ
シ
コ
に
販
路
拡
張
の
視
察
員
三
名
を
派
遣
し

た
が
、
こ
ん
ど
更
に
北
米
に
新
販
路
を
開
拓
す
べ
く
、
．
…
・
・
四
名
を
半
永
住
的
に
派
遣
し
近
く
出
発
の
予
定
だ
が
、
同
人
等
は
本
年
中
販
路
の
視
察
を
遂

げ
る
筈
で
来
年
よ
り
大
を
的
に
出
荷
す
る
こ
と
に
な
ら
う
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